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平成18年度各会計決算収支状況 (単位：千円）

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
が
誕
生
し
、
三
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
が
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
甑
島
の
藺
牟

田
瀬
戸
架
橋
事
業
の
着
手
式
や
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
薩
摩
川
内
都
イ
ン
タ
ー
の
開
通
、
広
域
営
農
団

地
農
道
の
本
市
か
ら
さ
つ
ま
町
ま
で
の
全
線
開
通
等
、

交
通
基
盤
の
整
備
が
一
段
と
進
み
、
ま
た
、
企
業
誘

致
で
は
京
セ
ラ
川
内
工
場
の
増
設
が
か
な
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
川
内
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
着
工
が
な
さ

れ
、
薩
摩
川
内
市
消
防
団
が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

私
達
議
員
に
と
り
ま
し
て
も
、
公
共
関
与
に
よ
る
産

業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
、
少
子
高
齢
化
問
題
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
の
充
実
、
合
併
後
の
諸

問
題
等
活
発
な
政
策
論
争
を
繰
り
広
げ
る
議
会
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
任
期
最
後
の
年
で
あ
り
、
国
、
地

方
を
問
わ
ず
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
特
定
健
診
等

医
療
制
度
の
改
革
や
道
路
特
定
財
源
の
問
題
等
制
度

改
革
等
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
政
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
な

が
ら
全
力
を
尽
く
し
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様
、
御
支
援
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
す
ば
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薩
摩
川
内
市
議
会
議
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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会　計　区　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引残額

翌年度へ
繰越すべき

財源
実質収支

一　般　会　計 49,048,050 47,304,715 1,743,335 205,721 1,537,614

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡 易 水 道 事 業 694,717 667,816 26,901 0 26,901

温 泉 給 湯 事 業 81,244 75,853 5,392 0 5,392

公 共 下 水 道 事 業 431,934 425,725 6,209 6,209 0

農 業 集 落 排 水 事 業 205,880 205,880 0 0 0

漁 業 集 落 排 水 事 業 49,019 49,019 0 0 0

浄 化 槽 事 業 38,878 38,878 0 0 0

天辰第一地区土地区画整理事業 1,952,564 1,732,520 193,043 189,653 3,390

川内駅周辺地区土地区画整理事業 1,127,486 1,088,194 39,292 38,016 1,276

入来温泉場地区土地区画整理事業 284,328 195,550 88,778 87,665 1,113

公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 21,812 21,812 0 0 0

国民健康保険直営診療施設勘定 896,403 896,403 0 0 0

介 護 サ ー ビ ス 事 業 199,493 199,493 0 0 0

国 民 健 康 保 険 事 業 10,885,283 10,618,011 267,273 0 267,273

老 人 保 健 医 療 事 業 13,348,931 13,348,931 0 0 0

介 護 保 険 事 業 8,140,924 7,769,968 370,956 0 370,956

企 

業 

会 

計

水 道 事 業（ 収 益 的 収 支 ） 1,386,926 1,284,145 102,781 0 102,781 

工業用水道事業（収益的収支） 34,606 20,180 14,426 0 14,426

自動車運送事業（収益的収支） 112,597 117,778 △5,181 0 △5,181

（注）歳入総額及び歳出総額の差額と歳入歳出差引額の額とが一致しないのは、千円未満の端数整理（四捨五入）
　　によるものです。また、水道事業、工業用水道事業、自動車運送事業における実質収支は、当年度純利益（税
　　抜）となります。
※実質収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額。

○
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
に
つ

い
て 

　

議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に

よ
り 

選
挙
区
内
に
お
け
る

年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。                       

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
は
除
き
ま

す
。）



　

九
月
二
十
五
日
・
十
月
十
五
日
・
十

一
月
十
九
日
開
催

　

議
案
第
八
十
三
号　

薩
摩
川
内
市
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

特
別
職
の
報
酬
等
の
改
定
の
要
否
に

つ
い
て
、
薩
摩
川
内
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
審
議
の
結
果
、

全
国
及
び
県
下
の
類
似
都
市
等
と
の
比

較
及
び
改
定
状
況
、
一
般
職
員
の
給
与

改
定
等
に
伴
う
均
衡
、
本
市
の
財
政
状

況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
減
額
す
べ

き
旨
の
答
申
を
得
た
の
で
、
特
別
職
の

報
酬
等
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
ず
、
施
行
日
に
つ
い
て
、

原
案
の「
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
」

を
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
」
に
変
更

す
る
修
正
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
次
に
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。
よ
っ
て
、
本
案
は
修
正
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。
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平
成
十
八
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員

会
は
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
の
間
に

五
日
間
開
催
さ
れ
、
各
会
計
の
予
算
執

行
の
適
否
及
び
そ
の
行
政
効
果
を
た
だ

す
と
と
も
に
、
決
算
審
査
が
今
後
の
市

行
政
の
計
画
及
び
実
施
並
び
に
財
政
運

営
の
在
り
方
に
示
唆
を
与
え
、
有
効
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
を
審
査
方
針
と
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
の
方
法
は
、
審
査
日
程

の
決
定
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
当
局
か
ら

平
成
十
八
年
度
の
総
括
的
決
算
概
要
の

説
明
及
び
監
査
委
員
の
審
査
結
果
の
報

告
を
受
け
、
そ
の
後
、
各
部
・
局
、
課
、

室
、
機
関
ご
と
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
局
か
ら
決
算
審
査
の
資

料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
決
算
附
属
書
等

の
諸
資
料
を
審
査
の
参
考
と
し
、
平
成

十
八
年
度
各
会
計
決
算
二
十
件
を
認
定

す
べ
き
も
の
と
認
め
、
十
二
月
三
日
の

本
会
議
で
審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、

討
論
、
採
決
の
結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
決
算
の
概
要
及
び
委
員
か
ら

の
主
な
意
見
・
要
望
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
決 

算 

の 

概 

要

　
「
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
の
最
終

予
算
現
額
は
四
百
九
十
五
億
六
千
七
百

三
十
五
万
五
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
四

百
七
十
三
億
四
百
七
十
一
万
五
千
円
と

な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
、
投
資

的
事
業
を
抑
制
し
つ
つ
、
財
源
の
重
点

的
な
配
分
、
経
常
的
な
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
と
も
市

政
改
革
大
綱
な
ど
の
着
実
な
実
施
に
よ

り
、
一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努

め
た
い
」
と
の
報
告
の
あ
と
、「
一
般

会
計
と
十
五
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
差

引
残
額
二
十
七
億
四
千
百
十
七
万
九
千

円
か
ら
、
繰
越
明
許
費
の
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
五
億
二
千
七
百
二
十

六
万
四
千
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、

二
十
二
億
一
千
三
百
九
十
一
万
五
千
円

の
黒
字
決
算
で
あ
っ
た
」
と
の
説
明
を

受
け
た
。

◇
監
査
委
員
の
決
算
審
査

　

意
見
の
概
要

　
「
決
算
の
状
況
及
び
審
査
の
結
果
並

び
に
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
決
算

書
類
と
と
も
に
配
付
し
て
い
る
意
見
書

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
各
会
計
及
び
企

業
会
計
の
決
算
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

会
計
諸
帳
簿
と
一
致
し
、
証
票
書
類
と

符
合
し
て
お
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
も
、
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
た
。

　

な
お
、
平
成
十
八
年
度
各
会
計
決
算

等
は
、
い
ず
れ
も
所
期
の
目
的
に
即
し

た
成
果
を
収
め
た
決
算
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

当
年
度
の
決
算
は
、
平
成
十
六
年
十

月
に
市
町
村
合
併
し
て
三
年
目
の
決
算

で
あ
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

合
計
で
前
年
度
と
対
比
す
る
と
、
歳
入

が
九
六
・
七
％
、
歳
出
が
九
七
・
四
％

と
そ
れ
ぞ
れ
数
％
程
度
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
政
事
情
は
、
普
通

会
計
ベ
ー
ス
で
経
常
収
支
比
率
が
九
四

・
九
％
で
対
前
年
度
比
五
・
九
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
て
お
り
、
市
債
残
高
に
お
い

て
も
六
百
二
十
五
億
九
千
万
円
で
、
こ

の
借
金
額
は
標
準
財
政
規
模
の
約
二
・

三
倍
、
積
立
金
現
在
高
百
十
五
億
円
の

約
五
・
四
倍
と
な
っ
て
お
り
、
人
件
費

も
経
常
一
般
財
源
の
三
五
・
九
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
財

政
事
情
は
極
め
て
厳
し
い
こ
と
が
判

断
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を

再
認
識
し
、
経
常
的
な
事
務
・
事
業
の

見
直
し
を
は
じ
め
市
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
取
組
を
積
極
果
敢
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
第
一
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計

画
に
沿
っ
て
『
市
民
が
創
り
市
民
が
育

む
交
流
躍
動
都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
、

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
邁
進
す
べ
き

で
あ
る
」
と
の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

◇
主
な
意
見
・
要
望

①
定
住
促
進
補
助
の
申
請
件
数
実
績
が

伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
本
市
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
川
薩
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
広
域
的
観
点
か
ら
国
に
対
す
る

要
望
事
項
等
を
検
討
す
る
協
議
会
と
な

る
よ
う
、
さ
つ
ま
町
と
の
連
携
を
図
ら

れ
た
い
。

③
二
○
一
一
年
に
は
、
新
幹
線
が
大
阪

ま
で
直
通
運
転
と
な
り
、
通
勤
範
囲
も

広
が
る
こ
と
か
ら
、
定
住
促
進
補
助
制

度
に
つ
い
て
も
、
早
い
段
階
の
見
直
し

企
画
経
済
委
員
会
関
係

決算審査特別委員会

平
成
十
八
年
度

　
　

決
算
を
認
定

平
成
十
八
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

永
山　

伸
一

常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

大
田
黒　

博

　

な
お
、
本
委
員
会
は
、
議
案
第
八
十

三
号
に
対
し
て
は
、
次
の
付
帯
決
議
を

付
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

①
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多

面
的
な
視
点
で
検
討
し
、
改
め
て
報
酬

等
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
い
。

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報

酬
の
創
設
を
検
討
さ
れ
た
い
。

③
甑
地
域
選
出
議
員
に
係
る
交
通
費
等

に
つ
い
て
、
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
開
催

　

ま
ず
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
。

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
・

二
号
機
の
運
転
状
況
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
川
内
原
子
力
発
電
所
一

号
機
・
二
号
機
の
運
転
状
況
、
川
内

原
子
力
発
電
所
一
号
機
第
十
八
回
定
期

検
査
結
果
の
概
要
の
報
告
を
受
け
、
そ

特
別
委
員
会
報
告

の
後
、
設
備
利
用
率
の
計
算
方
法
、
使

用
済
燃
料
の
保
管
状
況
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
使
用
状
況
及
び
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
で
の
地
震
デ
ー
タ
に
基
づ
く
川

内
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
概
略
検
討

結
果
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
設
備

利
用
率
が
低
い
原
因
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
、

二
号
機
と
も
に
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
、

発
電
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
耐
震
安
全
性
向
上

工
事
は
今
回
の
定
期
検
査
以
外
に
計
画

が
な
い
の
か
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
新
耐
震
指
針
の
評
価
を
す
る
中
で
、

補
強
の
必
要
な
も
の
が
仮
に
出
て
く
れ

ば
、
定
期
検
査
等
を
利
用
し
て
補
強
を

進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
旨
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

（
二
）
川
内
原
子
力
発
電
所
に
関
連
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
環
境
調
査
の
進
捗
状
況

及
び
雇
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

　

次
に
、
鹿
児
島
県
核
燃
料
税
の
定
率

配
分
を
求
め
る
要
望
意
見
書
に
つ
い
て

の
協
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
議
会

運
営
委
員
会
で
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る

旨
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

委
員
会
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
へ
報
告

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

現　行 改　正
（平成20年４月１日〜） 引下げ額（改定率）

議　長 ４８６，０００円 ４５８，０００円 △２８，０００円 （ △５．７６％）
副議長 ４３１，０００円 ３９６，０００円 △３５，０００円 （ △８．１２％）
議　員 ４０３，０００円 ３７０，０００円 △３３，０００円 （ △８．１９％）
市　長 ９６２，０００円 ９１５，０００円 △４７，０００円 （ △４．８９％）
副市長 ７６９，０００円 ７２６，０００円 △４３，０００円 （ △５．５９％）
教育長 ７０５，０００円 ６６０，０００円 △４５，０００円 （ △６．３８％）

○薩摩川内市報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定を修正可決。

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

川
添　

公
貴
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を
検
討
さ
れ
た
い
。

④
総
合
計
画
実
施
計
画
の
登
載
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
同
様
、
今

後
に
お
い
て
も
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
、
計
画
ど
お
り
進
行
す
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

⑤
課
内
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
等
、
改
革

・
改
善
を
行
う
際
に
は
、
民
間
的
発
想

か
ら
常
に
そ
の
効
果
額
を
示
さ
れ
た
い
。

⑥
定
員
適
正
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

人
員
削
減
と
同
時
に
業
務
内
容
の
ス
リ

ム
化
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
業
務
の
精

査
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

⑦
自
治
会
長
の
仕
事
が
毎
年
煩
雑
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
と
の
業
務
分

担
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

⑧
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
や
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
資
料
を
置
き
意
見

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
直
接
出
向
い
て

説
明
す
る
な
ど
、
新
た
な
方
法
も
模
索

さ
れ
た
い
。

⑨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
当
市

の
情
報
を
い
ち
早
く
市
民
に
伝
え
る
手

段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
以
上
に

早
め
の
更
新
を
心
が
け
ら
れ
た
い
。

⑩
農
業
セ
ン
サ
ス
に
示
さ
れ
た
農
家
戸

数
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
算
定

基
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
正
確
な

農
家
戸
数
の
把
握
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑪
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
元
へ
の
配
分
が
遅

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
計
画
的
な
事
務

処
理
を
さ
れ
た
い
。

⑫
薩
摩
川
内
市
技
術
員
連
絡
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
農
家
を
指
導
す
る
上
で
重

要
な
協
議
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
技

術
を
担
う
職
員
は
も
と
よ
り
、
関
係
職

員
も
参
加
し
、
共
通
の
認
識
で
農
家
に

対
応
さ
れ
た
い
。

⑬
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
事
業
及
び
水

産
振
興
事
業
の
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
利

用
を
図
ら
れ
た
い
。

⑭
海
づ
く
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
県
調
査
の
水
揚
高
が
示
さ
れ
る

な
か
、
地
域
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
効
果
が

あ
っ
た
の
か
調
査
し
、
今
後
、
水
産
資

源
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑮
農
業
土
木
費
の
分
担
金
滞
納
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
時
効
の
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
状
況
を
調
査
さ
れ
た
い
。

⑯
中
心
市
街
地
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

川
内
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、
通
り
会

の
活
動
状
況
等
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
商

店
街
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
処
さ
れ

た
い
。

⑰
多
く
の
観
光
事
業
を
整
理
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
と
十
分

な
協
議
の
も
と
精
査
さ
れ
た
い
。

⑱
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は

目
標
設
定
を
し
、
経
済
効
果
を
捉
え
な

が
ら
事
業
の
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

⑲
本
市
の
観
光
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
営
業
活
動
に
も
力
を
入
れ
ら
れ

た
い
。

⑳
甑
島
へ
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
年

々
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
客

様
の
も
て
な
し
方
を
職
員
等
に
も
教
育

し
、
人
材
の
育
成
と
島
全
体
で
の
受
入

れ
体
制
を
充
実
さ
れ
た
い
。

㉑
本
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

方
法
に
つ
い
て
は
、
他
市
と
連
携
し
な

が
ら
、
県
内
外
へ
配
布
で
き
る
よ
う
な

手
法
を
研
究
さ
れ
た
い
。

①
市
民
相
談
業
務
の
市
民
へ
の
更
な
る

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
警
察
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
容

易
に
相
談
で
き
る
体
制
等
の
確
立
に
努

め
ら
れ
た
い
。

②
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、

環
境
面
は
も
ち
ろ
ん
、
火
災
の
原
因
と

も
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
市
民
意
識
の

向
上
の
た
め
の
方
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

③
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
周
辺
の
水
質
検

査
に
つ
い
て
は
、
検
査
体
制
の
充
実
と

検
査
結
果
等
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く

情
報
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

不
安
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
薩
摩
川
内
市
衛
生
自
治
団
体
連
合
会

の
会
計
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
会
計
制

度
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
。

市
民
福
祉
委
員
会
関
係

⑤
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

将
来
的
に
被
保
険
者
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
運
営
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
一
方
で
、
保
険
税
の
収
入
未
済

額
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
時
効

中
断
等
を
含
め
、
更
な
る
収
納
率
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
更
な
る
制
度

の
周
知
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
下
水
道
整
備
貸
付
基
金
の
総
額
が
多

額
で
あ
る
の
で
、
基
金
の
適
正
な
運
用

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
青
山
地

区
で
の
整
備
工
法
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
要
望
が
強
い
高
架
に
よ
る
整
備
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
国
及
び
地
元
と
の
調
整

を
密
に
さ
れ
た
い
。

③
道
路
特
定
財
源
は
本
市
に
と
っ
て
大

き
な
歳
入
で
あ
る
の
で
、
そ
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

④
中
郷
地
区
に
係
る
排
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
進
め
ら
れ
た
い
。

⑤
川
内
港
で
発
生
す
る
三
角
波
対
策
な

ど
、
港
湾
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
鹿
児
島
県
に
要
望
さ
れ
た
い
。

⑥
事
業
期
間
が
長
期
化
す
る
よ
う
な
道

路
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
適
宜
地
元
住
民
へ

建
設
水
道
委
員
会
関
係

の
説
明
会
の
実
施
又
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
を
配
布
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
た
い
。

⑦
市
道
斧
渕
中
央
線
は
交
通
需
要
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
早
急
に
整
備
さ
れ
た

い
。

⑧
市
道
船
間
島
久
見
崎
線
（
河
口
大

橋
）
は
多
額
の
維
持
管
理
費
を
必
要
と

す
る
の
で
、
鹿
児
島
県
へ
の
移
管
を
強

く
要
望
さ
れ
た
い
。

⑨
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

ま
た
、
若
い
世
代
に
定
住
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
公
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
ら

れ
た
い
。

⑩
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
え
等

を
検
討
す
る
際
は
、
入
居
状
況
を
調
査

し
た
上
で
対
処
さ
れ
た
い
。

⑪
本
市
が
推
進
し
て
い
る
定
住
促
進
策

の
観
点
か
ら
、
市
営
住
宅
の
入
居
決

定
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。 

①
消
防
機
材
更
新
等
の
際
は
、
現
場
で

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
十
分
な
精

査
を
行
わ
れ
た
い
。

②
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
の
解
決
に
当

た
っ
て
は
、
学
校
の
み
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
も
視

野
に
入
れ
た
全
市
的
な
対
応
を
検
討
さ

れ
た
い
。

③
私
学
校
助
成
に
つ
い
て
は
、
助
成
対

象
の
将
来
的
な
事
業
廃
止
を
考
慮
す
る

必
要
も
あ
り
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会
関
係

検
討
さ
れ
た
い
。

④
教
職
員
住
宅
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

⑤
英
語
検
定
受
験
料
の
市
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
資
格
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

が
、
将
来
役
に
立
つ
の
で
、
子
ど
も
が

意
欲
的
に
受
験
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
事
業
を
継
続
さ

れ
た
い
。

⑥
各
学
校
管
理
費
に
よ
る
備
品
購
入
費

等
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
予
算
措
置
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
計
画
的
・
効
率
的

な
執
行
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
を
徹

底
さ
れ
た
い
。

⑦
家
庭
教
育
学
級
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
充
実
も
含
め
、
地
域
に
あ
っ
た
環
境

づ
く
り
を
努
力
さ
れ
た
い
。

⑧
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、

広
報
活
動
を
通
じ
て
参
加
者
数
の
増
加

等
、
成
果
が
上
が
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

⑨
各
地
域
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
あ
っ
て

は
、
活
発
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
予

算
措
置
を
さ
れ
、
ま
た
、
役
員
が
率
先

し
て
活
動
に
当
た
る
な
ど
、
積
極
的
な

運
動
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑩
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
等
に
伴
う
不

要
物
品
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
収
入
確

保
の
方
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑪
乳
幼
児
六
か
月
健
診
時
に
無
料
配
布

し
て
い
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」、

読
み
聞
か
せ
の
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
将
来
の
教
育
向

上
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
今
後
も
継
続

的
に
実
施
さ
れ
た
い
。

⑫
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
資
機
材
・

ソ
フ
ト
等
の
有
効
活
用
の
方
策
に
つ
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
学
校
へ
の
ア
ピ

ー
ル
も
含
め
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑬
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
各
家
庭

へ
の
議
会
中
継
も
含
め
、
傍
聴
者
を
増

や
す
よ
う
な
工
夫
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑭
本
市
発
注
工
事
に
お
い
て
、
不
都
合

が
生
じ
た
場
合
は
、
工
事
施
工
等
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
に

対
処
さ
れ
た
い
。

⑮
一
般
競
争
入
札
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
工
事
経
営
者
と
の
協
議
を
重
ね

な
が
ら
内
容
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑯
本
市
が
所
有
す
る
分
譲
団
地
に
つ
い

て
は
、
住
環
境
の
整
備
に
配
慮
し
、
販

売
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑰
市
有
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
確
保
の
面
か
ら
、
売
却
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

⑱
省
エ
ネ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

各
経
費
を
積
算
し
、
分
析
し
な
が
ら
、

一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

⑲
暴
力
団
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の

事
件
等
を
鑑
み
、
早
め
の
対
応
に
努
め

ら
れ
た
い
。

⑳
本
市
工
事
契
約
、
土
地
売
買
契
約
等

に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
に

損
害
を
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

㉑
滞
納
・
未
納
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
回
収
が
可
能
な
も
の
と
、
不
納
欠

損
と
す
べ
き
も
の
と
を
判
断
し
、
適
切

な
対
応
方
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
鹿
島
地
区
の
渇
水
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
下
甑
地
区
か
ら
の
導
水
管
敷
設

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
を
考
慮
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
な

ど
し
て
、
簡
易
水
道
施
設
の
統
合
を
積

極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

③
遠
方
監
視
施
設
整
備
事
業
の
投
資
効

果
を
高
め
る
た
め
に
、
監
視
カ
メ
ラ
の

導
入
や
人
員
配
置
の
工
夫
等
を
し
、
経

費
節
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
漏
水
等
が
夜
間
又
は
休
日
に
発
生
し

た
場
合
に
、
初
動
対
応
で
手
間
取
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
水
道
台
帳
や
図
面
等

の
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
温
泉
給
湯
事
業
の
経
営
に
当
た
っ
て

は
、
使
用
料
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

②
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
関
係

課
と
連
携
を
密
に
し
、
適
切
に
処
理
を

さ
れ
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
関
係

温
泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
関
係
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を
検
討
さ
れ
た
い
。

④
総
合
計
画
実
施
計
画
の
登
載
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
同
様
、
今

後
に
お
い
て
も
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
、
計
画
ど
お
り
進
行
す
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

⑤
課
内
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
等
、
改
革

・
改
善
を
行
う
際
に
は
、
民
間
的
発
想

か
ら
常
に
そ
の
効
果
額
を
示
さ
れ
た
い
。

⑥
定
員
適
正
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

人
員
削
減
と
同
時
に
業
務
内
容
の
ス
リ

ム
化
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
業
務
の
精

査
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

⑦
自
治
会
長
の
仕
事
が
毎
年
煩
雑
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
と
の
業
務
分

担
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

⑧
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
や
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
資
料
を
置
き
意
見

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
直
接
出
向
い
て

説
明
す
る
な
ど
、
新
た
な
方
法
も
模
索

さ
れ
た
い
。

⑨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
当
市

の
情
報
を
い
ち
早
く
市
民
に
伝
え
る
手

段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
以
上
に

早
め
の
更
新
を
心
が
け
ら
れ
た
い
。

⑩
農
業
セ
ン
サ
ス
に
示
さ
れ
た
農
家
戸

数
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
算
定

基
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
正
確
な

農
家
戸
数
の
把
握
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑪
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
元
へ
の
配
分
が
遅

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
計
画
的
な
事
務

処
理
を
さ
れ
た
い
。

⑫
薩
摩
川
内
市
技
術
員
連
絡
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
農
家
を
指
導
す
る
上
で
重

要
な
協
議
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
技

術
を
担
う
職
員
は
も
と
よ
り
、
関
係
職

員
も
参
加
し
、
共
通
の
認
識
で
農
家
に

対
応
さ
れ
た
い
。

⑬
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
事
業
及
び
水

産
振
興
事
業
の
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
利

用
を
図
ら
れ
た
い
。

⑭
海
づ
く
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
県
調
査
の
水
揚
高
が
示
さ
れ
る

な
か
、
地
域
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
効
果
が

あ
っ
た
の
か
調
査
し
、
今
後
、
水
産
資

源
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑮
農
業
土
木
費
の
分
担
金
滞
納
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
時
効
の
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
状
況
を
調
査
さ
れ
た
い
。

⑯
中
心
市
街
地
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

川
内
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、
通
り
会

の
活
動
状
況
等
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
商

店
街
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
処
さ
れ

た
い
。

⑰
多
く
の
観
光
事
業
を
整
理
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
と
十
分

な
協
議
の
も
と
精
査
さ
れ
た
い
。

⑱
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は

目
標
設
定
を
し
、
経
済
効
果
を
捉
え
な

が
ら
事
業
の
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

⑲
本
市
の
観
光
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
営
業
活
動
に
も
力
を
入
れ
ら
れ

た
い
。

⑳
甑
島
へ
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
年

々
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
客

様
の
も
て
な
し
方
を
職
員
等
に
も
教
育

し
、
人
材
の
育
成
と
島
全
体
で
の
受
入

れ
体
制
を
充
実
さ
れ
た
い
。

㉑
本
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

方
法
に
つ
い
て
は
、
他
市
と
連
携
し
な

が
ら
、
県
内
外
へ
配
布
で
き
る
よ
う
な

手
法
を
研
究
さ
れ
た
い
。

①
市
民
相
談
業
務
の
市
民
へ
の
更
な
る

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
警
察
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
容

易
に
相
談
で
き
る
体
制
等
の
確
立
に
努

め
ら
れ
た
い
。

②
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、

環
境
面
は
も
ち
ろ
ん
、
火
災
の
原
因
と

も
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
市
民
意
識
の

向
上
の
た
め
の
方
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

③
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
周
辺
の
水
質
検

査
に
つ
い
て
は
、
検
査
体
制
の
充
実
と

検
査
結
果
等
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く

情
報
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

不
安
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
薩
摩
川
内
市
衛
生
自
治
団
体
連
合
会

の
会
計
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
会
計
制

度
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
。

市
民
福
祉
委
員
会
関
係

⑤
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

将
来
的
に
被
保
険
者
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
運
営
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
一
方
で
、
保
険
税
の
収
入
未
済

額
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
時
効

中
断
等
を
含
め
、
更
な
る
収
納
率
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
更
な
る
制
度

の
周
知
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
下
水
道
整
備
貸
付
基
金
の
総
額
が
多

額
で
あ
る
の
で
、
基
金
の
適
正
な
運
用

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
青
山
地

区
で
の
整
備
工
法
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
要
望
が
強
い
高
架
に
よ
る
整
備
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
国
及
び
地
元
と
の
調
整

を
密
に
さ
れ
た
い
。

③
道
路
特
定
財
源
は
本
市
に
と
っ
て
大

き
な
歳
入
で
あ
る
の
で
、
そ
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

④
中
郷
地
区
に
係
る
排
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
進
め
ら
れ
た
い
。

⑤
川
内
港
で
発
生
す
る
三
角
波
対
策
な

ど
、
港
湾
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
鹿
児
島
県
に
要
望
さ
れ
た
い
。

⑥
事
業
期
間
が
長
期
化
す
る
よ
う
な
道

路
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
適
宜
地
元
住
民
へ

建
設
水
道
委
員
会
関
係

の
説
明
会
の
実
施
又
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
を
配
布
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
た
い
。

⑦
市
道
斧
渕
中
央
線
は
交
通
需
要
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
早
急
に
整
備
さ
れ
た

い
。

⑧
市
道
船
間
島
久
見
崎
線
（
河
口
大

橋
）
は
多
額
の
維
持
管
理
費
を
必
要
と

す
る
の
で
、
鹿
児
島
県
へ
の
移
管
を
強

く
要
望
さ
れ
た
い
。

⑨
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

ま
た
、
若
い
世
代
に
定
住
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
公
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
ら

れ
た
い
。

⑩
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
え
等

を
検
討
す
る
際
は
、
入
居
状
況
を
調
査

し
た
上
で
対
処
さ
れ
た
い
。

⑪
本
市
が
推
進
し
て
い
る
定
住
促
進
策

の
観
点
か
ら
、
市
営
住
宅
の
入
居
決

定
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。 

①
消
防
機
材
更
新
等
の
際
は
、
現
場
で

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
十
分
な
精

査
を
行
わ
れ
た
い
。

②
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
の
解
決
に
当

た
っ
て
は
、
学
校
の
み
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
も
視

野
に
入
れ
た
全
市
的
な
対
応
を
検
討
さ

れ
た
い
。

③
私
学
校
助
成
に
つ
い
て
は
、
助
成
対

象
の
将
来
的
な
事
業
廃
止
を
考
慮
す
る

必
要
も
あ
り
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会
関
係

検
討
さ
れ
た
い
。

④
教
職
員
住
宅
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

⑤
英
語
検
定
受
験
料
の
市
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
資
格
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

が
、
将
来
役
に
立
つ
の
で
、
子
ど
も
が

意
欲
的
に
受
験
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
事
業
を
継
続
さ

れ
た
い
。

⑥
各
学
校
管
理
費
に
よ
る
備
品
購
入
費

等
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
予
算
措
置
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
計
画
的
・
効
率
的

な
執
行
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
を
徹

底
さ
れ
た
い
。

⑦
家
庭
教
育
学
級
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
充
実
も
含
め
、
地
域
に
あ
っ
た
環
境

づ
く
り
を
努
力
さ
れ
た
い
。

⑧
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、

広
報
活
動
を
通
じ
て
参
加
者
数
の
増
加

等
、
成
果
が
上
が
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

⑨
各
地
域
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
あ
っ
て

は
、
活
発
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
予

算
措
置
を
さ
れ
、
ま
た
、
役
員
が
率
先

し
て
活
動
に
当
た
る
な
ど
、
積
極
的
な

運
動
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑩
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
等
に
伴
う
不

要
物
品
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
収
入
確

保
の
方
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑪
乳
幼
児
六
か
月
健
診
時
に
無
料
配
布

し
て
い
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」、

読
み
聞
か
せ
の
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
将
来
の
教
育
向

上
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
今
後
も
継
続

的
に
実
施
さ
れ
た
い
。

⑫
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
資
機
材
・

ソ
フ
ト
等
の
有
効
活
用
の
方
策
に
つ
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
学
校
へ
の
ア
ピ

ー
ル
も
含
め
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑬
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
各
家
庭

へ
の
議
会
中
継
も
含
め
、
傍
聴
者
を
増

や
す
よ
う
な
工
夫
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑭
本
市
発
注
工
事
に
お
い
て
、
不
都
合

が
生
じ
た
場
合
は
、
工
事
施
工
等
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
に

対
処
さ
れ
た
い
。

⑮
一
般
競
争
入
札
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
工
事
経
営
者
と
の
協
議
を
重
ね

な
が
ら
内
容
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑯
本
市
が
所
有
す
る
分
譲
団
地
に
つ
い

て
は
、
住
環
境
の
整
備
に
配
慮
し
、
販

売
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑰
市
有
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
確
保
の
面
か
ら
、
売
却
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

⑱
省
エ
ネ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

各
経
費
を
積
算
し
、
分
析
し
な
が
ら
、

一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

⑲
暴
力
団
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の

事
件
等
を
鑑
み
、
早
め
の
対
応
に
努
め

ら
れ
た
い
。

⑳
本
市
工
事
契
約
、
土
地
売
買
契
約
等

に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
に

損
害
を
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

㉑
滞
納
・
未
納
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
回
収
が
可
能
な
も
の
と
、
不
納
欠

損
と
す
べ
き
も
の
と
を
判
断
し
、
適
切

な
対
応
方
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
鹿
島
地
区
の
渇
水
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
下
甑
地
区
か
ら
の
導
水
管
敷
設

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
を
考
慮
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
な

ど
し
て
、
簡
易
水
道
施
設
の
統
合
を
積

極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

③
遠
方
監
視
施
設
整
備
事
業
の
投
資
効

果
を
高
め
る
た
め
に
、
監
視
カ
メ
ラ
の

導
入
や
人
員
配
置
の
工
夫
等
を
し
、
経

費
節
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
漏
水
等
が
夜
間
又
は
休
日
に
発
生
し

た
場
合
に
、
初
動
対
応
で
手
間
取
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
水
道
台
帳
や
図
面
等

の
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
温
泉
給
湯
事
業
の
経
営
に
当
た
っ
て

は
、
使
用
料
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

②
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
関
係

課
と
連
携
を
密
に
し
、
適
切
に
処
理
を

さ
れ
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
関
係

温
泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
関
係



　

九
月
二
十
五
日
・
十
月
十
五
日
・
十

一
月
十
九
日
開
催

　

議
案
第
八
十
三
号　

薩
摩
川
内
市
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

特
別
職
の
報
酬
等
の
改
定
の
要
否
に

つ
い
て
、
薩
摩
川
内
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
審
議
の
結
果
、

全
国
及
び
県
下
の
類
似
都
市
等
と
の
比

較
及
び
改
定
状
況
、
一
般
職
員
の
給
与

改
定
等
に
伴
う
均
衡
、
本
市
の
財
政
状

況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
減
額
す
べ

き
旨
の
答
申
を
得
た
の
で
、
特
別
職
の

報
酬
等
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
ず
、
施
行
日
に
つ
い
て
、

原
案
の「
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
」

を
「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
」
に
変
更

す
る
修
正
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
次
に
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。
よ
っ
て
、
本
案
は
修
正
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

⑤ 平成20年1月1日発行 ②平成20年1月1日発行薩摩川内市議会だより 薩摩川内市議会だより
　

平
成
十
八
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員

会
は
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
の
間
に

五
日
間
開
催
さ
れ
、
各
会
計
の
予
算
執

行
の
適
否
及
び
そ
の
行
政
効
果
を
た
だ

す
と
と
も
に
、
決
算
審
査
が
今
後
の
市

行
政
の
計
画
及
び
実
施
並
び
に
財
政
運

営
の
在
り
方
に
示
唆
を
与
え
、
有
効
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
を
審
査
方
針
と
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
の
方
法
は
、
審
査
日
程

の
決
定
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
当
局
か
ら

平
成
十
八
年
度
の
総
括
的
決
算
概
要
の

説
明
及
び
監
査
委
員
の
審
査
結
果
の
報

告
を
受
け
、
そ
の
後
、
各
部
・
局
、
課
、

室
、
機
関
ご
と
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
局
か
ら
決
算
審
査
の
資

料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
決
算
附
属
書
等

の
諸
資
料
を
審
査
の
参
考
と
し
、
平
成

十
八
年
度
各
会
計
決
算
二
十
件
を
認
定

す
べ
き
も
の
と
認
め
、
十
二
月
三
日
の

本
会
議
で
審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、

討
論
、
採
決
の
結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
決
算
の
概
要
及
び
委
員
か
ら

の
主
な
意
見
・
要
望
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
決 

算 

の 

概 

要

　
「
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
の
最
終

予
算
現
額
は
四
百
九
十
五
億
六
千
七
百

三
十
五
万
五
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
四

百
七
十
三
億
四
百
七
十
一
万
五
千
円
と

な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
、
投
資

的
事
業
を
抑
制
し
つ
つ
、
財
源
の
重
点

的
な
配
分
、
経
常
的
な
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
と
も
市

政
改
革
大
綱
な
ど
の
着
実
な
実
施
に
よ

り
、
一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努

め
た
い
」
と
の
報
告
の
あ
と
、「
一
般

会
計
と
十
五
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
差

引
残
額
二
十
七
億
四
千
百
十
七
万
九
千

円
か
ら
、
繰
越
明
許
費
の
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
五
億
二
千
七
百
二
十

六
万
四
千
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、

二
十
二
億
一
千
三
百
九
十
一
万
五
千
円

の
黒
字
決
算
で
あ
っ
た
」
と
の
説
明
を

受
け
た
。

◇
監
査
委
員
の
決
算
審
査

　

意
見
の
概
要

　
「
決
算
の
状
況
及
び
審
査
の
結
果
並

び
に
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
決
算

書
類
と
と
も
に
配
付
し
て
い
る
意
見
書

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
各
会
計
及
び
企

業
会
計
の
決
算
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

会
計
諸
帳
簿
と
一
致
し
、
証
票
書
類
と

符
合
し
て
お
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
も
、
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
た
。

　

な
お
、
平
成
十
八
年
度
各
会
計
決
算

等
は
、
い
ず
れ
も
所
期
の
目
的
に
即
し

た
成
果
を
収
め
た
決
算
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

当
年
度
の
決
算
は
、
平
成
十
六
年
十

月
に
市
町
村
合
併
し
て
三
年
目
の
決
算

で
あ
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

合
計
で
前
年
度
と
対
比
す
る
と
、
歳
入

が
九
六
・
七
％
、
歳
出
が
九
七
・
四
％

と
そ
れ
ぞ
れ
数
％
程
度
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
政
事
情
は
、
普
通

会
計
ベ
ー
ス
で
経
常
収
支
比
率
が
九
四

・
九
％
で
対
前
年
度
比
五
・
九
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
て
お
り
、
市
債
残
高
に
お
い

て
も
六
百
二
十
五
億
九
千
万
円
で
、
こ

の
借
金
額
は
標
準
財
政
規
模
の
約
二
・

三
倍
、
積
立
金
現
在
高
百
十
五
億
円
の

約
五
・
四
倍
と
な
っ
て
お
り
、
人
件
費

も
経
常
一
般
財
源
の
三
五
・
九
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
財

政
事
情
は
極
め
て
厳
し
い
こ
と
が
判

断
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を

再
認
識
し
、
経
常
的
な
事
務
・
事
業
の

見
直
し
を
は
じ
め
市
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
取
組
を
積
極
果
敢
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
第
一
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計

画
に
沿
っ
て
『
市
民
が
創
り
市
民
が
育

む
交
流
躍
動
都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
、

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
邁
進
す
べ
き

で
あ
る
」
と
の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

◇
主
な
意
見
・
要
望

①
定
住
促
進
補
助
の
申
請
件
数
実
績
が

伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
本
市
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
川
薩
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
広
域
的
観
点
か
ら
国
に
対
す
る

要
望
事
項
等
を
検
討
す
る
協
議
会
と
な

る
よ
う
、
さ
つ
ま
町
と
の
連
携
を
図
ら

れ
た
い
。

③
二
○
一
一
年
に
は
、
新
幹
線
が
大
阪

ま
で
直
通
運
転
と
な
り
、
通
勤
範
囲
も

広
が
る
こ
と
か
ら
、
定
住
促
進
補
助
制

度
に
つ
い
て
も
、
早
い
段
階
の
見
直
し

企
画
経
済
委
員
会
関
係

決算審査特別委員会

平
成
十
八
年
度

　
　

決
算
を
認
定

平
成
十
八
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

永
山　

伸
一

常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

大
田
黒　

博

　

な
お
、
本
委
員
会
は
、
議
案
第
八
十

三
号
に
対
し
て
は
、
次
の
付
帯
決
議
を

付
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

①
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多

面
的
な
視
点
で
検
討
し
、
改
め
て
報
酬

等
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
い
。

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報

酬
の
創
設
を
検
討
さ
れ
た
い
。

③
甑
地
域
選
出
議
員
に
係
る
交
通
費
等

に
つ
い
て
、
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
開
催

　

ま
ず
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
。

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
・

二
号
機
の
運
転
状
況
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
川
内
原
子
力
発
電
所
一

号
機
・
二
号
機
の
運
転
状
況
、
川
内

原
子
力
発
電
所
一
号
機
第
十
八
回
定
期

検
査
結
果
の
概
要
の
報
告
を
受
け
、
そ

特
別
委
員
会
報
告

の
後
、
設
備
利
用
率
の
計
算
方
法
、
使

用
済
燃
料
の
保
管
状
況
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
使
用
状
況
及
び
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
で
の
地
震
デ
ー
タ
に
基
づ
く
川

内
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
概
略
検
討

結
果
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
設
備

利
用
率
が
低
い
原
因
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
、

二
号
機
と
も
に
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
、

発
電
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
耐
震
安
全
性
向
上

工
事
は
今
回
の
定
期
検
査
以
外
に
計
画

が
な
い
の
か
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
新
耐
震
指
針
の
評
価
を
す
る
中
で
、

補
強
の
必
要
な
も
の
が
仮
に
出
て
く
れ

ば
、
定
期
検
査
等
を
利
用
し
て
補
強
を

進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
旨
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

（
二
）
川
内
原
子
力
発
電
所
に
関
連
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
環
境
調
査
の
進
捗
状
況

及
び
雇
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

　

次
に
、
鹿
児
島
県
核
燃
料
税
の
定
率

配
分
を
求
め
る
要
望
意
見
書
に
つ
い
て

の
協
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
議
会

運
営
委
員
会
で
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る

旨
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

委
員
会
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
へ
報
告

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

現　行 改　正
（平成20年４月１日〜） 引下げ額（改定率）

議　長 ４８６，０００円 ４５８，０００円 △２８，０００円 （ △５．７６％）
副議長 ４３１，０００円 ３９６，０００円 △３５，０００円 （ △８．１２％）
議　員 ４０３，０００円 ３７０，０００円 △３３，０００円 （ △８．１９％）
市　長 ９６２，０００円 ９１５，０００円 △４７，０００円 （ △４．８９％）
副市長 ７６９，０００円 ７２６，０００円 △４３，０００円 （ △５．５９％）
教育長 ７０５，０００円 ６６０，０００円 △４５，０００円 （ △６．３８％）

○薩摩川内市報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定を修正可決。

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

川
添　

公
貴
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平成18年度各会計決算収支状況 (単位：千円）

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
が
誕
生
し
、
三
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
が
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
甑
島
の
藺
牟

田
瀬
戸
架
橋
事
業
の
着
手
式
や
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
薩
摩
川
内
都
イ
ン
タ
ー
の
開
通
、
広
域
営
農
団

地
農
道
の
本
市
か
ら
さ
つ
ま
町
ま
で
の
全
線
開
通
等
、

交
通
基
盤
の
整
備
が
一
段
と
進
み
、
ま
た
、
企
業
誘

致
で
は
京
セ
ラ
川
内
工
場
の
増
設
が
か
な
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
川
内
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
着
工
が
な
さ

れ
、
薩
摩
川
内
市
消
防
団
が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

私
達
議
員
に
と
り
ま
し
て
も
、
公
共
関
与
に
よ
る
産

業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
、
少
子
高
齢
化
問
題
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
の
充
実
、
合
併
後
の
諸

問
題
等
活
発
な
政
策
論
争
を
繰
り
広
げ
る
議
会
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
任
期
最
後
の
年
で
あ
り
、
国
、
地

方
を
問
わ
ず
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
特
定
健
診
等

医
療
制
度
の
改
革
や
道
路
特
定
財
源
の
問
題
等
制
度

改
革
等
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
政
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
な

が
ら
全
力
を
尽
く
し
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様
、
御
支
援
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
す
ば
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薩
摩
川
内
市
議
会
議
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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会　計　区　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引残額

翌年度へ
繰越すべき

財源
実質収支

一　般　会　計 49,048,050 47,304,715 1,743,335 205,721 1,537,614

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡 易 水 道 事 業 694,717 667,816 26,901 0 26,901

温 泉 給 湯 事 業 81,244 75,853 5,392 0 5,392

公 共 下 水 道 事 業 431,934 425,725 6,209 6,209 0

農 業 集 落 排 水 事 業 205,880 205,880 0 0 0

漁 業 集 落 排 水 事 業 49,019 49,019 0 0 0

浄 化 槽 事 業 38,878 38,878 0 0 0

天辰第一地区土地区画整理事業 1,952,564 1,732,520 193,043 189,653 3,390

川内駅周辺地区土地区画整理事業 1,127,486 1,088,194 39,292 38,016 1,276

入来温泉場地区土地区画整理事業 284,328 195,550 88,778 87,665 1,113

公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 21,812 21,812 0 0 0

国民健康保険直営診療施設勘定 896,403 896,403 0 0 0

介 護 サ ー ビ ス 事 業 199,493 199,493 0 0 0

国 民 健 康 保 険 事 業 10,885,283 10,618,011 267,273 0 267,273

老 人 保 健 医 療 事 業 13,348,931 13,348,931 0 0 0

介 護 保 険 事 業 8,140,924 7,769,968 370,956 0 370,956

企 

業 

会 

計

水 道 事 業（ 収 益 的 収 支 ） 1,386,926 1,284,145 102,781 0 102,781 

工業用水道事業（収益的収支） 34,606 20,180 14,426 0 14,426

自動車運送事業（収益的収支） 112,597 117,778 △5,181 0 △5,181

（注）歳入総額及び歳出総額の差額と歳入歳出差引額の額とが一致しないのは、千円未満の端数整理（四捨五入）
　　によるものです。また、水道事業、工業用水道事業、自動車運送事業における実質収支は、当年度純利益（税
　　抜）となります。
※実質収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額。

○
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
に
つ

い
て 

　

議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に

よ
り 

選
挙
区
内
に
お
け
る

年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。                       

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
は
除
き
ま

す
。）


